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白川郷荻町集落の自然環境を守る会 令和7年7月号

8月11日（月・祝）は荻町重伝建地区防災講座を開催予定！詳しくは各組の委員さんへ

令和7年度 全伝協総会・研修会 in 京都（7月3日～4日）
伝建地区制度が創設されて50年の節目となる本年、京都市で掲題の総会・研修会が開催

されました。白川村荻町重伝建地区は、当制度にて伝建地区として選定された一期生となる

ことから、「守る会」のこれまでの歩みや取り組み、課題とその解決方法などについて、他

の伝建地区住民や行政担当者、文化庁担当者からなる多数の参加者に向けて発表してまいり

ました。主なプログラムとして第1日目には、行政担当者による総会や重伝建に初めに選定

された7地区の市町村長によるパネルディスカッション（成原村長登壇）が伝建協主催の元、

執りおこなわれました。第2日目には京都市の4伝建地区の1つ嵯峨鳥居本伝建地区の現地視

察が京都市の協力によりおこなわれました。第2日目の午後には文化庁主催の元「文化庁50

周年記念シンポジウム～まちなみを紡ぐ人々のあゆみ～」が開催され、白川村の50年の保

全活動を尾崎達也氏が発表いたしました。また、その他

のプログラムとして有識者による記念・基調講演や情報

交換会などがありました。

文化庁記念シンポジウムの最後には「守る会」の長年

にわたるこれまでの取り組みを表し、文化庁から感謝状

の贈呈があり、2日間にわたるプログラムが幕を閉じま

した。

研修会への参加は「世界文化遺産の白川郷」だけではなく、「重伝建の白川村荻町地区」

を強く意識する機会となりました。また、伝建制度が白川村の環境・文化・歴史的価値を保

存していくための（国からの様々なサポートを受けるためにも）、大事な枠組みであると再

認識させていただきました。

現在129地区が重伝建に選定されており、地区の分類・保存・活用方法も多様化していま

す。今回の講演や他の伝建地区の取り組み発表を通して学んだことは、実は伝建地区が抱え

る課題に共通のものが多くあるということです。令和7年4月号の「ねそ」で野谷会長が挙

げられた以下の課題などは、他の地区でも同様のものが多くあり、今後白川村がどう取り組

み、解決していくかが想像している以上に、世間から大きく注目されていると感じました。

● 文化財の建材（茅）の安定的供給・自給

● 観光資源としての価値の消費と住民の保存への理解・貢献のバランス

● 事業の担い手不足

● 自然環境の変化・伝建地区特有の問題を考慮した防災

● 世代交代・新規参入による保存活動への理解度の低下

● 交通渋滞、景観への影響

こういった課題をうまく乗り越えることが、守る会の目的である「合掌集落の環境の保護」、

ひいては「住民の生活安定」、「地域振興の促進」につながっていくことがベストなのでは

ないでしょうか。［文責：清水］

参加して感じたこと：



6月の活動報告 ※8月の定例会は8日(金)を予定（公民館和室にて）
10日 定例会 24日 オオハンゴンソウ除去作業（一般環境部）

11日 ねそ6月号発行（総務部） 26日 旧寺口家消防設備点検（福田） 随時 草刈り（福田）

6月の協議事項（現状変更申請に関わって） 6月10日開催
松古卓也･･･仮設テント設置 松古卓也･･･外壁の塗装 松古奈々･･･外壁の塗装
西村茂和･家屋の解体 今藤建二･･･看板補修 今藤建二･･･エアコン室外機設
寺口涼馬･･･自宅南側コンクリート、東側改良土敷き込み 神田将成･･･屋根葺替え
合掌庵（石坂至子）･･･合掌主屋2階、3階窓建具取替え 西村浩昭･･･屋根融雪
東中組伍長（藤坂俊幸）･･･エアコン室外機設置 中田満幸･･･白壁を杉板張に変更
佐藤正貴･･･店舗入口土間の舗装修繕、水差し口取替え

ゴミ問題等に関する発展会からのお願い ～「きれいな白川郷」を守るために～
①観光事業者は、ポイ捨てに繋がるゴミが生じないよう努力しましょう。
②店舗等周辺のゴミ拾いを積極的に行いましょう。
③観光客からゴミ処分の申し出があった際は、他店舗のゴミであっても“お互い様”の精神

で快く引き取りましょう。
④タバコのポイ捨てによる火災がないよう見かけたら注意しましょう。

守る会活動スローガン 〜守る・暮らす・つなぐ〜
①守 る：住民憲章を基盤とした、世界遺産である合掌家屋と農山村の景観保全
②暮らす：結の精神が根ざした共同体と、景観に調和した豊かな住民生活の向上
③つなぐ：故郷から学び、他地域の交流から学び、未来の継承者を育成

6月24日（火）夕刻、守る会より委託を受けた白川
郷観光協会青年部（部長：武田洋氏）7名のメンバー
を中心に、オオハンゴンソウの除去作業を実施。オオ
ハンゴンソウは特定外来生物に指定され、別名『過疎
花』とも呼ばれており、白川郷にふさわしくない日本
の生態系を崩す植物として、守る会では除去に力を入
れています。
今までは手で引き抜いて除去していた同作業。土壌

の状態によっては引き抜くことが難しく、茎の途中で
切れてしまうことも多々あり。花が咲いた状態では、
作業中に種がこぼれてしまい、せっかく大変な作業を
行っても、その効果は決して大きなものとは言えませ
んでした（とは言え、この作業を続けてきたからこそ、
景観が守られているわけですが）。そこで今年は花が
咲き、種が落ちる前に、草刈機を用いて除去作業に挑
戦。地道な作業になりますが、これを繰り返すことに
より、オオハンゴンソウの繁殖が少しでも抑制される
といいなと考えています。
和田家南側やバスターミナルの裏等、オオハンゴン

ソウが生息しているエリアは、まだたくさんあるので、
また作業を行う際には、みなさまのご協力を賜りたく、よろしくお願いいたします。お忙し
い中、作業を実施くださいました青年部の皆様に、心より感謝申し上げます。［一般環境部］

◆かん町で「オオハンゴンソウ除去作業」実施！

7月の協議事項（現状変更申請に関わって） 7月9日開催
＊＊＊＊･･･駐車場の舗装 ＊＊＊＊･･･雨樋取替 ＊＊＊＊･･･本屋屋根塗替え
＊＊＊＊･･･北側落屋塗装 ＊＊＊＊･･･自宅の土地舗装
＊＊＊＊･･･屋根塗装、板壁塗装 ＊＊＊＊･･･屋根塗装、板壁塗装
＊＊＊＊･･･墓移設 ＊＊＊＊･･･建物の解体
白川村観光振興課･･･荻町公園公衆トイレ周辺の舗装復旧

◆ねそ編集後記～観光協会青年部のみなさん＆学生さんたちと集落内のゴミ拾い～
ここ数年、オオハンゴンソウ除去作業を一緒に行ってくださっていた、トヨタ白川郷自然學校が

実施するプログラム『SDGs担い手育成講座』へ参加した学生さんたちと、今年は集落内のゴミ拾い
を行いました。日ごろからの住民みなさまの美化活動のおかげで、本当にきれいな白川郷で、ごみ
の拾いがいはありませんでしたが、住民ひとりひとりの「守ろう」という意識を知ってもらうこと
ができてよかったと感じました。作業後の直会では、村の暮らしについてお話しましたが、守る会
の取り組みについても、もっと伝えられたらよかったなと思いました。楽しい時間はあっという間
で、全然時間が足りませんでした。［福田］

文化庁50周年記念シンポジウムにて白川村の取り組みを発表 嵯峨鳥居本伝建地区を視察

◆全伝協総会・研修会参加風景

7月の協議事項（現状変更申請に関わって） 7月9日開催
板谷真悟･･･駐車場の舗装 水野慎治･･･北側落屋塗装 脇本晴美･･･墓移設
野谷信二･･･雨樋取替 神田栄治･･･車庫の新築 寺口亙･･･自宅の土地舗装
世界遺産合掌造り保存財団･･･建物解体 堅田瑞穂･･･本屋屋根塗替え
白川村観光振興課･･･荻町公園公衆トイレ周辺の舗装復旧
武田勇孝･･･屋根塗装、板壁塗装 武田聖司･･･屋根塗装、板壁塗装

こちらの記事は、本研修に参加された清水顕治委員が執筆してくださいました。研修に参加し、荻町が他地
域からどのように見られているのかを感じたり、同じ課題をもつ仲間と出会うことが、荻町を見つめ直し、守
り繋いでいく力になることが伝わってきます。何事も参加したり関わることが大切ですね。［コメント：福田］
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